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1　はじめに

　乳牛は暑熱ストレスに弱く、飼料摂取量が低下し、

結果として起こる乳量や繁殖性の低下が問題となって

いる1）。暑熱対策開始の目安は牛舎内の温湿度指数（以

下 THI）が用いられているが、暑熱ストレス耐性は個

体差が大きく、乳期や発育ステージによっても異なる

ため、個体ごとのモニタリングが必要である。乳牛は

暑熱ストレスによって深部体温の上昇や呼吸数の増加

等の変化が起こる１）ことが知られており、近年では

これらをモニタリングできる ICT 機器が製品化されて

いるが、コスト面から県内農家では利用が進んでいな

い。そこで本研究では、安価な ICT 機器を利用した体

温モニタリング体系を構築し、暑熱ストレスモニタリ

ングの利用可能性について調査した。

2　試験方法

　(1）体温モニタリング体系の確立

　継続的に安定して深部体温を計測するため、腟内へ

温度データロガーを設置する方法を調査した。

　　1）ICT 機器の腟内留置手法の検討

　　　①調査対象 試作した腟内留置器具 4種（表 1）

　　　②供試牛 所内乳用牛（のべ 59 頭）

　　　③調査項目 1 週間の留置率、耐久性

　　2）ICT 機器（温度データロガー）の比較検討

　　　①調査対象 温度データロガー 4機種（表 2）

　　　②供試牛 所内乳用牛（のべ 24 頭）

　　　③調査項目 通信精度、安定性、価格

　(2）温度データロガーと暑熱ストレスの関連性調査

　上記体温モニタリング体系を用いて計測した腟内温

度と他の項目の関連を調査し、暑熱ストレスモニタリ

ングに利用可能か検討した。

　　1）調査期間 非暑熱期（4月）、暑熱期（8月）

　　2）供試牛 所内未経産牛 6頭（17-22 ヵ月齢）

　　3）調査項目 腟内温度（上記体温モニタリング体

　　　系利用）、呼吸数、体重、血液性状（血中総コ

　　　レステロール、血中グルコース、血中尿素態窒

　　　素）、牛舎内 THI
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3　試験結果及び考察

　ICT 機器（温度データロガー）の腟内留置手法とし

て、試作の腟内留置器具を使用したところ、シリコン

ゴム製の留置器具が留置率、耐久性ともに優れていた

（表 3、図 1、図 2）。

　また、温度データロガーの性能を比較したところ、

腟内留置したままデータの確認が可能な機種は 1つだ

けであった（表 4）。通信性及び防水機能に優れ、今

回調査した中で比較的安価であることから温度データ

ロガー 2 を選定した（図 3）。しかし、本体部は腟内

留置ができず、尾根部付近に接着剤等で設置する必要

があり、安定性には課題が残った（図 4）。前述の試

作留置器具と温度データロガーを組み合わせて腟内温

度を測定した。

　乳牛はTHIが65以上で暑熱ストレスを受け始める2）

とされているが、本研究の暑熱期間中は最低でも THI

が 74.2 であったことから、常に暑熱ストレスを受け

ていたと考えられた（表 5）。

　暑熱ストレスの関連性調査においては、平常時の体

温差を除外して検討するため、暑熱期と非暑熱期の腟

内温度差を評価に用いることで個体ごとの暑熱ストレ

スによる影響の大きさを確認した。今回調査した未経

産牛 6 頭では、一日中腟内温度差が大きい個体（タ

イプ 1：n=2）、夜間のみ腟内温度差が大きい個体（タ

イプ 2：n=3）、腟内温度差が小さい個体（タイプ 3：

n=1）の 3 タイプに分類された（図 5）。これらのタイ

プと他の暑熱モニタリング項目の関連性を調査したと

ころ、タイプ 1の個体は夏季血中グルコース濃度が低

い傾向が見られ、タイプ 3の個体は夏季呼吸数が少な

い傾向が見られた（表 6）。暑熱ストレスを受けた個

体は深部体温の上昇や呼吸数の増加 1）、血中グルコー

スの低下３）などが起こるとされる、これまでの研究

結果と同様の結果であった。なお、今回の調査では血

中尿素態窒素や体重と腟内温度の間に関連性は見られ

なかった。

　これらの結果から、今回用いた体温モニタリング体

系は個体ごとの暑熱ストレスモニタリングに有効であ

る可能性が示唆された。
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　本研究では、安価な ICT 機器を用いた個体ごとの暑

熱ストレスモニタリング技術について検討した。その

結果、シリコンゴム板から切り出した腟内留置器具と、

安価な温度データロガーを組み合わせることで、個体

ごとの暑熱ストレスモニタリングの可能性が示唆された。
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表３ 試作腟内留置器具の比較  

図１ 留置器具C 

表４ 温度データロガーの比較

図２ 留置器具D 

図３ 温度データロガー2 図４ 温度データロガー2設置時 

図５ 暑熱期と非暑熱期の腟内温度差 

表５ 調査期間中の牛舎環境

表６ 各タイプと呼吸数及び血液性状の関連性
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